
 

 

中部イノベネット 

産業技術の芽 

長野工業高等専門学校 

 

不可視情報の可視化と計測 

ＣＴ法を用いた物理量の画像化計測 

技術分野分類  21030：計測工学 

技術キーワード  計測理論，計測機器 

産 業 分 類  E-29：電気機械器具製造業 

 

内 
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概  要 
ＣＴ（Computed Tomography）法を用いることにより，磁束密度分布など

の物理量の分布を画像化し，計測を行う。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

例えば，磁束密度の２次元分布を計測する場合，ガウスメータではプローブを

ＸＹ方向にそれぞれ移動させながらポイントごとに計測を行う必要があるが，

ＣＴ法では，導体あるいはコイルを磁界中で走査するという簡単なセンシング

と計算により，磁束密度分布の画像化と計測を容易に行うことができる。 

本技術の 

有用性 

ＣＴ法を用いることにより，不可視情報である物理量の分布を画像として得る

ことができる。さらに，物理量の分布を計測できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

CT法は，医用画像診断装置として広く知られているＸ線ＣＴの基本原理であ

るが，この手法はＸ線 CT のみならず，物理量の２次元分布の可視化ならびに

物理量の計測に適用できる。現在はこの手法を磁界分布の画像化と磁束密度の

計測に適用しており，計測装置を試作するとともにシミュレーションならびに

実験により CT 法の適用を評価している。 

適用可能製品 
CT 法の適用が可能であれば，物理量の分布の画像化と計測に適用できる。 
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